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1. はじめに

本研究では、デスクトップアプリケーション（以降，
単にアプリケーションとする）利用時のWebブラウジ
ングを支援するために，アプリケーション上に，半透明
のコンテンツを重畳表示可能なWebブラウジング支援
システムを開発した．ここでは、アプリケーション上
での重畳表示に特化したWebブラウザの実現に必要な
要素を，明らかにすることを目指した．本稿では，他の
アプリケーション上での重畳表示を考慮したWeb閲覧
を，重畳Web閲覧と呼ぶ．重畳Web閲覧により，作
業中のアプリケーションを使いやすい領域を保つこと
ができる．ゆえに，重畳Web閲覧は，デスクトップ上
での作業環境を快適にできると考えた．
本稿では，重畳Web閲覧支援に関連して，アプリケー

ション上におけるWebコンテンツの提示方法および検
索支援について述べる．特に，重畳Web閲覧支援にお
いて重要な，透明Webサムネイル化機能について説明
する．

2. 透明Webサムネイルに基づく閲覧支援

アプリケーション上でのWebコンテンツ提示方法，
閲覧中のWebページの一時的な待避方法，および重畳
Web閲覧時の検索方法について述べる．

2. 1 透明Webコンテンツに基づく閲覧支援
本システムの概要を図 1に示す．アプリケーション

上でのWebコンテンツ提示方法として，Webコンテン
ツをデスクトップ最前面に半透明で表示する．これは，
ユーザは，アプリケーションを，Webページによって
得られる関連情報を，可能な限り作業中の領域に近づ
けて閲覧しながら，使用するためである．
画面最前面における，複数の閲覧Webページの管理

を支援するため，閲覧Webページの一時待避方法を検
討した．例えば，閲覧中のWebページの一時的な待避
方法として，閲覧Webページの，透明化機能および透
明Web サムネイル化機能を実現する．透明化機能で
は，アプリケーションの表示を妨げないように，Web

ページを半透明にして表示する．透明Webサムネイル
化機能では，一時的に待避されるWebページの提示方
法として，サムネイル画像を利用した．文献 [1]におい
て，ページの概略を提示する方法として，サムネイル画
像の有効性が指摘されているためである．ただし，ア
プリケーション上での表示を考慮してサムネイルを半
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図 1: 重畳Web閲覧システムの概要

透明で表示することとした．これを透明Webサムネイ
ルと呼ぶ．透明Webサムネイルは，デスクトップの最
前面もしくは最背面の任意の座標に保管できる．
これらの機能は，閲覧Webページを透明Webコン

テンツとすることで実現した．透明Webコンテンツと
は，閲覧Webページに同期機構を設けたものである．
透明Webコンテンツは，同期機構を通して制御するこ
とができる．

2. 2 透明Webサムネイルに基づく検索支援
重畳Web閲覧時における検索支援では，検索語推薦，

Webページ画像および協調検索による検索支援機能に
よって検索支援する．
検索語推薦による検索支援機能は，検索履歴および

デスクトップの表示状態から，検索語を推薦する．検
索履歴を検索語推薦に用いたのは，重畳Web閲覧時に，
Webページ検索に用いられた検索語は，再検索されや
すいと考えたからである．また，デスクトップの表示
状態を検索語推薦に用いたのは，アプリケーション上
で表示されている言葉は，検索されやすいと仮定した
ためである．
Webページ画像による検索支援機能は，Webページ

検索結果のリンク先Webページを画像化し，検索結果
に付加する機能である．これにより，ユーザは，Web

ページの見た目を検索結果から把握することができ，
訪問済みのWebページの再訪問を支援する．また，同
Webサイト内のWebページが，検索結果に複数含ま
れている場合に，同Webコンテンツにアクセスするこ
とを抑制する．
協調検索による検索支援機能は，複数人で，それぞ

れがデスクトップ上で作業を行っている場合に，表示
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図 2: システム構成図

中のWebページを共有する機能である．これにより，
複数人での情報収集を支援する．

3. Webブラウジングシステムの実装

透明Webコンテンツでの同期機構は，本研究室で開
発した，Silhouette Web Browser[2]（以降，SWBとす
る）によって実現した．SWBは，背景およびマウスイ
ベントが透過可能かつWebコンテンツの重畳表示が可
能なWebページ表示機構である．また，SWBは，表
示Webページ上の JavaScriptから制御が可能である．

3. 1 システム構成
本システムの構成を図 2を用いて説明する．ここで

は，図 2中の，検索レイヤー，検索サーバ，および透明
Webコンテンツ内の操作レイヤーについて説明する．
検索レイヤーでは，ユーザに，本システムでの，Web

ページ検索，および透明Webコンテンツの操作を提供
する．ユーザは，検索レイヤーに検索語を入力するこ
とでWebページを検索できる．ユーザが，表示された
検索結果を選択すると，Webページの情報を操作情報
が操作レイヤーに送られる．
検索サーバは，Webページの検索と，検索結果の生

成をおこなう．その後に，検索レイヤーに，編集された
検索結果を送信する．Webページの検索には，Google

を用いる．検索結果の生成は，Googleによる検索結果
画像付加，および検索予測語の付加である．
操作レイヤーは，透明Webコンテンツの同期機構よ

り，制御をおこなう．操作レイヤーは，検索レイヤー
から受信した操作情報より，自身を含む透明Webコン
テンツの機能である，閲覧Webページの最前面表示，
閲覧Webページの透明化機能，および閲覧Webペー
ジの透明Webサムネイル化機能を実行する．

3. 2 実行例
本システムの実行例を図 3に示す．図 3では，プロ

グラムに関するWeb ページを閲覧しながら，アプリ
ケーションでプログラミングしている状態を示してい
る．図 3の 1⃝ は，半透明表示された，透明Webコン

図 3: 実行例

テンツの例である．その背面にアプリケーションが表
示されている．透明Webコンテンツの重畳Web閲覧
により，アプリケーションを，作業中の領域に近づけ
て，さらにアプリケーションの表示状態を確認しなが
ら使用できる．また，図 3の 2⃝ と 3⃝ は，透明Webサ
ムネイルの拡大図である．ユーザは，透明Webサムネ
イルを，デスクトップ上の任意の座標に置くことがで
きる．これにより，ユーザに，透明Webサムネイルの
見た目と位置の情報を与えることで，複数Webページ
の管理を支援している．

4. おわりに

本研究では、アプリケーション上に，半透明のコン
テンツを重畳表示可能なWeb ブラウジング支援シス
テムを開発した．本システムの特筆すべき点は、主と
なるアプリケーション上での作業を中断すること無く，
関連情報の閲覧が支援される点である．さらに，重畳
表示に特化した検索支援機能として，Webコンテンツ
の提示方法，閲覧中のWebコンテンツの一時的な退避
方法，および重畳Web閲覧時の検索支援方法を検討し
た．検討した検索支援機能より，アプリケーション利
用時における効果的なWebブラウジングの支援が可能
になった．
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